日本語版序文
　このたび、日本海洋データセンター（JODC）により、全球海洋フラックス合同研究計画（JGOFS）プロトコルの日本語版「全球海洋フラックス合同研究計画（JGOFS)における観測・測定手法）」が刊行される運びとなった。JODCは日本JGOFS国内委員会発足当時からJGOFSに積極的に関与してきており、本書の刊行もJGOFSに対する大きな寄与として感謝するところである。しかし、その意義は単にJGOFSに対する貢献にとどまるものではない。我が国の海洋データセンターとして、将来集まってくるであろう我が国の海洋観測データの品質を向上させるための遠大な計画の1歩として、誠に大きな意義を持つものと思われる。

　JGOFSは、地球環境変化の予測に寄与するために、海洋における炭素及びそれに伴う生物元素の循環を全地球規模で明らかにすることを目的として1988年から始められた国際協同研究計画であって、1990年からは地球圏―生物圏国際協同研究計画（IGBP）のコアプロジェクトとなっている。1988年の北大西洋ブルーム実験(North Atlantic Bloom Experiment)をはじめとして、赤道域太平洋・インド洋・南大洋などでプロセス研究を展開して、現在北太平洋において最後のプロセス研究を実施している。また、JGOFSのパートナーである世界海洋循環実験計画(WOCE)と共同で大西洋バーミュダ沖（Bermuda Atlantic Time-Series; BAT)、 北太平洋ハワイ沖(Hawaiian Ocean Time-Series;HOT)などでの時系列観測を開始し、現在も継続中である。

　JGOFSは全球規模の海洋における生物地球化学的過程を取り扱う始めての国際協同研究であって、そこで測定される項目は極めて多岐にわたる。このためJGOFS発足当時から、データの共通性の確保と共通データの流通が第一の優先事項として検討されてきた。ここに翻訳したJGOFS Protocol＊（通称）はその成果の一つであって1994年に政府間海洋学委員会（IOC）からThe IOC Manuals and Guides の29号として刊行された。JGOFSではこれを広く活用するために再編集を行い、1996年にJGOFS　Report 19号として刊行した。過去11年間に得られたJGOFSの偉大な成果の多くの部分がこのJGOFS Protocolによっているといっても過言では無く、JGOFSではこれ自体をJGOFSの重要な遺産と考えている。

　BATおよびHOTにおける時系列観測研究からは、海洋表層の生物地球化学過程に関するパラメータが実際に顕著に年々変化をしており、それらの動向を調べることが将来の地球環境変化の予測のためにもっとも重要であることが明らかになってきた。この認識の下に海洋観測国際協同研究計画（GOOS）が計画されており、JGOFSの終了後も世界の様々な海域でJGOFS Protocolに基づく観測・研究を継続することの意義は極めて大きい。1人でも多くの方に本書が利用されることを願っている。
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刊行にあたって
　日本海洋データセンター（JODC）は、平成５年２月から国内におけるJGOFS ＤＭＯ（Data Manegement Office）の業務を担当しております。今回、JODCでは、JGOFSに関連する海洋化学・生物の分野で、実際に船上等の現場において研究に携わる研究者、技術者の参考資料として、IOCの２９番目のマニュアル・ガイドである「Protocols for the Joint Global Ocean Flux Study (JGOFS) Core Measurements」（１９９４）を日本JGOFS研究プロジェクトの推進に資するため、日本語翻訳版として刊行しました。

日本語版刊行にあたっては、川辺みどり博士ならびに北海道大学の角皆研究室の皆様に翻訳をお願いするとともに、北海道大学の角皆教授ならびに名古屋大学の才野教授に監修をお願いしました。角皆、才野両先生と、翻訳に当たられた皆様に深く感謝を申し上げます。

本書は、海洋化学・生物分野の新しい観測、分析、データ処理の教科書と言えるもので、JGOFS以外の海洋研究にも、広く適用可能なものと考えています。また、日本語版の刊行が、我が国の海洋化学・生物データの品質向上につながれば、海洋データの管理および流通を担当していますJODCにとりましても、望外の幸せであり、本書が活用されることを願っております。
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